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1~ 研究の課題昭和16年以来準や られτゐ

る;占少年周の吾キの「水艇の濯j慨に欄する研究」‘

ニ従ヘば、主壌水分が飽和水量の70，~穣度に於

て幼穂形成明までの生育はよし 8月上旬の幼

穂勝戒明以後から湛水過崩す勾ば、それは、常

に活水dli.j'慨し大ものよりも多〈の牧量そもたら
ν?てゐるのである。しtJ、しながら、常iこ堪JJ{瀧
概したもめはH月上旬の幼穂形成期以後から潜

水瀧概'したものに比しτ分事長本数多〈、縫って
又出穂童文も多いのである。 t，τみれば、常に湛
;拠点[j慨しずιものは、分襲撃が多〈、動穂形成明

以後仰肥料が不足して、所調「肱落」の現象-a>

.包するが故t二、穂が小さし』政量が少いのかも
切れないさいふ疑問が起り得る 3 この『水艇の

i控訴仁闘する研究jが、その賓蹟の性質上肥料

ぞ金城僚肥ミしτ施用しすこポット試験であるが
故仁、この疑問は益身起り得る可能性を強めτ
来るのであるD この疑問は解明されなければな1

らないめで昭和18年度の「水筒のj挫海に闘する

，研究JIこ於τ菜種油粕の施肥量冶倍加Lて、所
調「秋藩現象J~呈する僻地なからしめるこ~
こよ?て、既に第3報に於tー態解明したさと
あであるが、こニでは、化事肥料ぞ原肥の施用

のみでなく追肥の施用により施肥量や倍加して

・賓験ぞ行ひ、この問題を解明せんさするもので

ある。

2・研賓の方法ポット}直径約16cm，深さ
約 20cIIIの斑鉛製ポットo土壌及肥料一宮所間

輔の表土を風乾したものぞ1ホ・ツト醤3.[jkg，入

otL.原肥ざしτ硫安(20%)1 1.38r• 硫酸加里 (40

%)り.4311，過燐慣石灰 (16%)1.34&r， -a>施用

い拠に岡量の肥料や8月。5日に追肥乏しτ施
明し‘幼穂形成期以後の肥料不足による「秩落

田象Jの起る除地ぞなからしめた。樺混一水稲

舟量生甫期聞を湛JJC.湛崩し大ものさ 8月5日ま

~は土自慢水分を飽和水量の7υ% さし、 8 月 68

A後揚水瀧編したものさを比較針照l.，'t:.。温水
吻方法は、今迄の貰験ミ同じ<70"のものtk秤
置して誠量したt!け、泌*'のものはJスシリ ν

ダーで計量しτ減量t，t:.1さげづっぞ毎，8給水し
'こg 生育現貧ー水稲旭種-a>6月1-日偏種し、 1

宅 主幹

週間毎4こ草丈、分襲本童文や調査しτ生育過科l-a>
精密に蹄察するミ共に、』政量調査を巌蒋に行?っ

た。その碇究の結果は白下の畑くである。

2・研現の結果 ‘ 4 、 1 
(1)生育過程水稲の金生育期聞をi甚*'肱思

にUたものさ、 8月5日まて'は土壌水分-a>7d%
速い 8月6自以後湛水愈態tこLたもめさの事

丈、分薫-a>比較針関すれば、.第1去の如cであ
る。 t潟水匝は7月26日に最大分襲率重量3f本に建

第1表濯概方法さ生育さの棚係

調査
会生育期間潜水穣概 18s6日以後湛主婦概

月日
主主 Z髭 草 丈j分 察

8
周
.14回 ‘m ... 17.0 fzr Aら

8:3 3.0 3.0 

21 20.8 3.0 1ló ~6 3.0 

28 3温.3 9.7 36.8 9.0 

7. 5 45.マ 14:0 町).9 17.5 

12 65.2 2Q.O 58.3 :15.5 

19 1i9.7 33.0 自3.8 2'1.5 

26 G5.6 35.0 68.5 日9.0

8. 2 73.6 35.n 76.2 司il.()

9 76.6 30.7 76.3 :.16.0 

16 78.7 26.7 81.0 温2.5

23 96.6 211.0 117)8 温2.5

30 99.8 富島.Q lfX).5 22.5' 

9. tl ln3.3 23.字 105.8 21l.O 

13 105.1 23.3 1ぞ>6.9 22.0 

20 109.2 23.0 110.9 22.0 

117 . 109.2 23.0' 11η.9 22.0 

t，.. 8月2日にもその本載を維持し、草丈も伸

長じつづttてゐるが、土療水分70，.;寝は 7 月 ~6

日に最大分襲本数29本に遣してゐるが、 8月2

91こは25本に減少し湛水匡よ句10本も少〈、草

丈の伸長も.. 8月2日から停滞してゐる;)8月

5日に追肥や施したのであるかも、隼育段階か

らいへば"，遁肥の時期はi甚*匝のもゆにさつτ
は最大分離規で量産遁の時期であワfニが、土事水

分7d%'匝tま忌大分噴期"l'渇τ最適の時期やすぎ
τゐたわ妙である。それにもかかはら号、、出種
撒は殆んとe費ら可T:，有積分擁歩合tま全期潜水匝
66.7に針して、 8月6目以後浴水振は 7!5.9で

、-， .ー 【良'研究第37..'・t1~'-12ó貰 lH7)



r， 

あり、草丈は前者 109・2cmに針して、後者は

-UO.9cmであった。

(2) J伐量 1試犠長の*量調貨の結果~掛t乞

するに第2表の如くである。卸も、出穂教は殆

第G表 l聾j憶方法三牧量Jさの関係

司‘ 日 会湛生-1'<.育裸明間制b月EfUk旬s以a制m . 

同 司S 圏直 ~3 

事事 長 cm 61.島

‘ 
長 cm 16.6 17.7 

続 粒 ー • 1F42 !.l076 I 

l 稽 の級位敬 80 94 

‘自 1t 型車 ~ 般 160$7 1871 . 
結 • 線恵 よ主 gr 41.43 49.18 I 
飴~親 101即 位重量 gr 泌.∞ 坦4.13

、
枇 粒 敬 1属5 20品

.1'車皇 軍E 唱E SI :It gr 96.8 1OB.8 

‘結.糠璽量/縫.fID司E量 0.43 0，4 ， 
一一一

h∞ 113 

指敏 範 3賀貌重量E も∞ 119 

んr費りはないが、籾粒教並に結貰籾重量は全
明湛7水k匝よりもs月6日よりの湛7水k匝め
〈なつてゐる司 4維世つて、 1 穂の籾~重量も拘月 6

日以後浴水匝il'多いのである。

4・考 察 、水稲の金生事期聞を遁じτ湛水
蹴態に保つよりも、生育の制期、就中、 8月上

旬の幼穂形成期前迄は r~lr賊態(土唱農水分布~，の'%)

きし、それ以後湛水月九暗にした方がより多くの

枇量をもわらすこさは、吾キの昭和lt".-，19年の

4少年聞に亘1.fr氷将司の瀧棋に闘すち研究」に
ょっτS華麗せられずこ事賓である。さころが、そ
-<J)~京国 iこついては全期間構水匝が分業本数が多

いのにもかかはらす'牧量が少いこさに醐聯しτ
肥料不足、特に所謂「秋落現象JI二基くもので
ないかで雪の疑問が提示せられる僻地が屯つ大め.

である。じかるt二、昭秘11¥年の賓験tこ於ては菜
種泊舶の~nき遁蚊柱:肥抑や'2f産施期して秋落現

象に依るもtりでない撃を確めたのであるが、ニ
切昭和 9年度の賞識に於ては化製肥料を基肥・

遁肥ミに施期し、併も高，íl年め 2~t~施ιためFで

あるaその結:巣は、検4再現象に依って、号雪崩浴
水量五の.f，c量が、 8月時日治、ぢの潜水属殺量じ劣

.1.，OJではないこさや確めたのであるa然らば、

それは如何じ設明さるべき~あらうか、こ立に

掛て、吾々は、再び、昭和16-19年の47年間

に亙る r7k帽の漉j既lご闘する研受」の結果を、
昭和14年め西日本tご於ける皐越、昭和15年の闘
， . 

東地方の子魅、昭和19年の西日本の平躍時の稿

作の賓賦及び別hこ報告した(食穆研究、 ~7巻 1
蛾水稲の直婚に闘する研究第2報、水宿直婚の

陪停に闘する研究〉さころの水稲多聞直矯毅増

.の賓繍さ劉照する事によって、--9k稲め金生育期

聞をi基*'蛾思hこ骨つよりも、むしろ、水彩の生

育の初期、就中、幼隊形成期前までは土壌7)t5}'

~70%軽度に保持し、それ日後洛?}<..献態にする

方か、*'悟そのものの本牲に相感しすこ瀧瓶Jケ法

であるさ、結論せざるを得ないのである。例へ

ば、土壌水分7()%~こ於τ開化作用ず長も盛ん?

あるこさは~t:什弁邦彦氏・\主つτ明にせ g札

でゐるさこち?ある。果して然らば、それは皐

害の克服、防止じさっても、 c!'ii満の陸横1tfこさ

っτも、叉、*楯薫塔怯の合理牝lこさっても、
極めて重要な意義ぞ有するこさになるのであ

る。

5・摘 要鴫和16年以来準めτゐる「水稲
の瀦瓶に阿する研究JI:!於て、金生育期間構*'
i椋iほ阪のJ政量カ君、、常に州月 5日幼穂形成期か4
のi基水阪に比Lて劣る原加t'，肥料不足、就中
所調「秋落現象Jに#づ〈ものではないかさの
疑問がありにるため1昭和広年の試験iこ民τ施
肥料ぞ2f書に精し、基肥さそしてj白肥(d月五

日〉に同種l品量の化製肥料.a施したる結果、 生
育全期間構水匡め牧量はやはり 8月行日よりi基

'ki百の牧量に実ったのである。依って、「秋落

現象jに基弓〈ものではな(-r、*帽の本位に

基づぐものの如 fである。
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